
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



このマークは１９８６年、国連が国際平和年を制定した年に奈良県の

中学生徒が作成したワールドピースマークに平和のメッセージを添えて

世界各国の大統領府、首相官邸、大学、美術館博物館に送ったところ 

多くの国から激励のお返事をいただきました。その中でも３月１０日に 

ブルガリアのジフコフ書記長のメッセージをアンゲルアンゲロフ駐日大使、

バーエフ公使がメッセージを携えて奈良県の桜井市立大三輪中学校に 

記念品と一緒に届けていただきました。その年に代表生徒 2 名と美術教師

がソフィアでの平和の旗集会にご招待していただき世界の子どもたちと

平和交流を深めることができました。この素晴らしいピースマークを

デザインし、平和交流に参加したのが桜井市三輪の平等寺の丸子さん。

2022 年に三輪山平等寺７５世 新命住職になられた記念に 1９86

国際平和年 World Peace Mark が入った色紙を参加者の方々に贈呈

されました。 

 

この度、万博開催中のブルガリア館ゲオルギ・コストフ館長様のご厚意

で丸子住職のピースマーク(色紙)をブルガリア館に期間限定で展示して

いただくことになりました。ご高覧ください。会期中の大阪万博大成功

とブルガリアの発展、戦後８０年を迎えて世界の恒久平和をお祈りします。 

            

 

 

 

                三輪山平等寺７５世住職 丸子孝仁 

 

                           美術教師  杉本哲也 

 

 



This mark, known as the World Peace Mark, was created in 1986, the International 

Year of Peace declared by the United Nations, by a junior high school student in Nara 

Prefecture. With messages of peace attached, it was sent to presidential offices, prime 

minister’s residences, universities, museums, and art galleries around the world, and 

many countries kindly sent back letters of encouragement. 

On March 10 of that year, a message from Todor Zhivkov, General Secretary of 

Bulgari was personally delivered to Omiwa Junior High School in Sakurai City, 

Nara, together with commemorative gifts, by Ambassador Angel Angelov and 

Minister Baev. Later that same year, two student representatives and their art teacher 

were invited to Sofia to participate in the Peace Flag Gathering, where they were able 

to deepen exchanges of friendship and peace with children from around the world. 

The wonderful Peace Mark was designed by Mr. Maruko of Byodoji Temple in 

Miwa, Sakurai, who also took part in the peace exchange. In 2022, upon his 

succession as the 75th head priest of Byodoji Temple on Mt. Miwa, Rev. Takahito 

Maruko presented calligraphy papers inscribed with the “1986 International Year of 

Peace – World Peace Mark” to participants in commemoration of his succession. 

Thanks to the kind courtesy of Mr. Georgi Kostov, Director of the Bulgaria Pavilion, 

this Peace Mark (calligraphy paper) by Rev. Maruko will be on special display at the 

Bulgaria Pavilion during the Expo. We warmly invite you to view it. 

On this occasion, we pray for the great success of Expo Osaka, for the continued 

prosperity of Bulgaria, and for everlasting world peace as we mark the 80th year 

since the end of the war. 

   

 

 

Rev. Takahito Maruko 

 75th Head Priest of Byodoji Temple, Mt. Miwa 

Tetsuya Sugimoto 

 Art Teacher 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ピースメッセージ展」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじまりは４０年前 

「ピースメッセージ展」は杉本哲也先生が毎年８月に奈良町資料館(奈良市西新屋町１４)で開催されています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年の９月６日から 13日まで大阪・関西万博ブルガリア館のゲオルギ・コストフ館長様

のご厚意で、40 年前に大三輪中学校１年生が描きましたワールドピースマークとブルガリア

で開催されました「平和の旗集会」のパネルを奇跡的に展示していただきました。 

今から 40年前の 1985年、大三輪中学校美術担当教論でいらっしゃった杉本哲也先生が

１年生の美術の期末試験にピースマークを描く問題を出題されました。杉本先生は「子ども

たちの思いを世界に届けよう」と、平和のメッセージを英文で作成し、それを生徒たちが書き

写してワールドピースマークに添えて、世界各国の大統領府や首相官邸、国内の美術館等

100 ヶ所に送りました。フランスやイギリス、国連等からたくさんの応援の返事をいただきまし

た。国内の美術館から私の描いたワールドピースマークに配色のアドバイスが寄せられ改め

て３色で清書しました。 

翌年の 1986 年、国連の国際平和年にちなみブルガリアの首都ソフィアで開かれた「平和

の旗集会」に杉本哲也先生と学級委員長の植田伸さんとワールドピースマークを描いた私

の３名がご招待いただき、世界中から集まった子どもたちと共に平和について学び合い、手

を取り合って踊り、イタリアから寄贈されたオリーブの苗木を植樹して３日間を過ごしました。 

私の名前はマルコですが、その時はヒロシマという名前でした。ヒロシマは世界で初めて原

爆が落とされた場所でもあります。私は原爆が他人事とは思えず、その残酷さを描いた漫画

「はだしのゲン」を繰り返し読んでいましたので原爆は二度と使用してはならないと強く考え

ていました。原爆は一瞬にしてヒロシマの街を破壊し、14万人の尊いいのちを奪いました。私

たちがワールドピースマークを描いたのは第二次世界大戦が終わってから 40 年後でした。

そして今、それから 40 年が経ち、日本では戦後 80 年と言われています。しかし今、世界で

は戦争が行われ、街は破壊され、子どもたちが犠牲となっています。 

私が 40年前に描いたワールドピースマークは地球を囲む４人の子どもたちがいます。４人の

子どもたちは赤と白と黒の３色で違う皮膚の色、髪の色を表し、髪型や性別も違うようにして

多様性を表しました。地球の中心を日本にしませんでした。戦争の根本的原因は自分または

自分の国さえ良ければ、他人や他人の国はどうなってもいいという考えがあります。その考え

が行き着く先はジェノサイドです。真ん中の地球は陸地が多い側を描きましたので、日本は右

端になりました。そして笑顔で手を取り合っている姿には大きな意味があります。世界では戦

争が絶えません。戦争では子どもが血と涙を流し犠牲になっていますが、いつか必ず全ての

人が人種、皮膚の色、民族、国籍を理由に争うことなく笑顔で手を取り合える日が来て欲し

いという願いです。 

39 年前にブルガリアで開催され、参加させていただきました「平和の旗集会」は、今を生き

る世界中の人が目標とすべき、国境を越えた多文化共生をあらわす国際交流でありました。

まさにワールドピースマークそのものでした。 

ブルガリアパビリオンの展示では、公式マスコット「ラクトちゃん」から協力し合う乳酸菌の働

きを学び、ブルガリアの IT や AI などの最先端の技術力に驚かされました。さらに、未来は

「私たちの選択」によることを考えさせられました。 

一日も早く世界中の子どもたちが笑顔で手を取り合える日が来ることを願っています。合掌 

2025年 9月 6日 40年前の大三輪中学校 1年生 丸子孝仁 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

In 1986, teacher Tetsuya Sugimoto, class representative Shin Ueda, and Takahito 

Maruko, who painted the World Peace Mark, were invited to the Peace Flag Rally 

held in Sofia, the capital of Bulgaria, to commemorate the United Nations' 

International Year of Peace. They spent three days learning about peace with 

children from all over the world, dancing hand in hand, and planting olive saplings 

donated by Italy. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


